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ろうことが示唆された。
P：B－45．
脳血流SPECTを用いた軽度認知障害例のアル
ツハイマー病発症予測モデル
（大学院単位取得・老年病学）
○平尾健太郎
（老年病学）
　羽生　春夫、岩本　俊彦
【背景と目的】神経画像によるアルツハイマー病
（AD）、軽度認知障害（MCI）の研究は主に健常者との
比較により海馬・海馬煙霞の萎縮、後部帯状回（PCC）、
頭頂葉連合野の血流・代謝の低下等を明らかにしてき
た。しかし、MCIに代表されるhigh　riskの人々の予
後予測に関する研究は少なく、神経画像のpredictive
valueは確立されていない。今回MCIを対象に3年間
追跡を行い、初診時脳血流SPECTのAD移行予測に
おける有効性を検討した。
【対象と方法】対象は健常コントロール群57例、am－
nesic　MCI　76例で初診時にTc－99m　ECDによる脳血
流SPECT、3D－MRI、神経心理検査を行っている。3年
間の追跡期間内にprobable　ADに移行した52例（移
行群）、移行しなかった24例（非移行群）（男女比、年
齢、教育歴に3群問で有意名なし）を対象として解析
した。解析はSPMを用いて3群間の比較をANOVA
モデルで行った後post－hoc　t－testを行った。　Post－hoc
t－testで有意差のあった領域の血流低下程度を健常コ
ントロールに対するZ－scoreとして算出し予測値をロ
ジスティック回帰分析にて求めた。
【結果】群問比較では、移行群は非移行群に対し右下
頭頂小葉（IPL）、左角回（AG）、襖前部（Prc）で有意
な血流低下を認めた。また移行群、非移行群の両群で
PCCの血流低下が認められた。また、血流低下のオッ
ズ比はAG：2．17，　IPL：2．13，　Prc：2．41、正診率はAG：
68％，IPL：73．3％，　Pcr・：73．3％と高いpredictive　valueを
示した。
【結論】頭頂葉血流異常はMCIの予後予測因子とし
て優れている。一方、PCCの変化は感度は高いが特異
性は低いと考えられた。
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臨床分離株を用いた硝酸銀の殺菌効果に関する
基礎的検討
（微生物学）
〇五十嵐美絵、小池
　角田　修次、江原
直人、小林　　了
友子、松本　哲哉
【目的】　従来の薬品を用いた消毒法では耐性菌の出
現及び廃棄時の環境汚染が懸念されている。銀を用い
た消毒は古来より使用されているものの、さまざまな
消毒薬が利用されるようになってからはその使用頻
度は減少している。しかし近年、循環式浴槽や温泉に
おけるレジオネラ感染予防や抗菌性の医療器具に銀
が使用され、その有用性が見直されている。そこで今
回我々は臨床分離菌を対象として、銀の抗菌活性につ
いて基礎的検討を行った。
【方法】東京医科大学病院より得られた臨床分離株
を用いて、日本化学療法学会標準法を参考に硝酸銀に
対するMICおよびMBCを測定した。また一定濃度
の硝酸銀溶液中に菌を懸濁させ、その後の溶液中の生
菌数の変化を時間の経過とともに検討した。さらに蛋
白成分が殺菌の効果に影響を与えるかどうかについ
て、アルブミンを各種濃度添加した条件で生菌数の推
移を検討した。
【成績】MIC、　MBCは共にS．　a　ureus、　E．　faecalts、　E．
coliは16mg／L、　S．　eρidermidisと、P．　aeruginosαは8
mg／しであった。8mg／しの硝酸銀水溶液中では、　S．
eρidermidis、　P．　aeruginosaは4時間以内に、　S．αureus、
E．　coliは6時間以内に、10＾4　C　FU／mlの菌が検出限界
以下（＜50CFU／ml）に減少した。なお、0．08　mg／しと
低濃度の硝酸銀液を用いた場合、18時間後にはどの菌
も検出限界以下まで殺菌された。アルブミンが0．1％
混入した場合は、処理開始後30分以内における硝酸
銀の殺菌効果を促進する傾向がみられたが、1％と10％
までアルブミン濃度を上昇させると殺菌効果の阻害
が認められた。
【結論】今回検討した菌に関しては、菌種による殺菌
効果の違いは認めたものの低濃度で長時間作用させ
た場合にはどの菌種も銀によって検出限界以下まで
殺菌することができた。また蛋白の混入もある濃度ま
では許容することができた。これらの結果から銀イオ
ンを用いた殺菌は、即効性はないものの時間をかけれ
ぼ有効であり、今後院内においてどのような応用が可
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能かについて検討を行う予定である。
PC－47．
d4T，3TC長期投与患者に出現したバッファ
ローハンプの3例
（臨床検査医学）
○加藤　宏基、守谷　研二、天野　景裕
　尾形　享一、山元　泰之、福武　勝幸
【目的】抗HIV療法（HAART）中の患者に腹部や
背部など体幹を中心とした脂肪蓄積と四肢の脂肪減
少を伴う症例がみられ、リポジストロフィとして注目
されている。今回、当科通院加療中にバッファローハ
ンプが認められた症例について報告する。
【症例】　当院通院加療中のHIV感染症患者のうち、
2003年から2004年にかけて自他覚的に3例にバッ
ファローハンプを認めた。症例1：40歳代男性。1998
年12月からd4T＋3TC＋NFVにて抗HIV療法を開
始、2004年6月に後頚部の腫脹に気付いた。2004年7
月からTDF＋3TC＋EFVに変更して経過観察中であ
る。症例2：30歳代男性。1996年7月から抗HIV薬を
開始し、d4T＋3TC＋ABC＋EFV投与中の2004年5
月に後頚部腫脹が出現した。2004年6月からTDF＋
3TC＋ABC＋EFVに変更して経過をみているが変化
は認められていない。症例3：50歳代男性。1998年7
月からd4T＋3TC＋NFVに抗HIV薬を変更、2003年
10月頃から後頚部の腫脹に気付いていた。2004年3
月頃から急激な増悪をきたし、頚部前屈や頚椎圧迫に
よると考えられる痙痛が出現した。2004年6月から
HIV消耗症候群に対してr－hGHの投与を開始し経過
を観察している。
【考察】抗HIV療法施行中のリポジストロフィの原
因としては、プロテアーゼ阻害薬に起因するという説
や逆転写酵素阻害薬投与例での報告、HIV感染そのも
のによる内分泌・代謝によるものなどが考えられてい
る。当科で経験した3例は、全員5年間以上にわたり
d4T，3TCを含む薬剤を内服していた。バッファロー
ハンプは脂質代謝異常による諸問題や美容的問題以
外にも、頚部前屈による活動制限や頚椎圧迫による神
経症状が出現するなど、患者に様々な影響を及ぼすた
め、その原因検索や治療対策の検討が必要と考えられ
る。
PC－48．
Vero細胞継代による麻疹ワクチンAIK－C株の
性状の変化
（八王子・小児科）
○上島　　肇
（小児科学）
　武隈　孝治、星加　明徳
　弱毒生ワクチンは野生分離株を感受性宿主以外の
細胞で継代することにより樹立されている。弱毒麻疹
ワクチンAIK－C株は1954年に分離されたEdmon－
ston株を前腎細胞で継代し更に鶏胎児胚細胞にadapt
させたワクチン株である。弱毒化の機構がすべて解明
されてはいないが、39℃での増殖能が極めて低い温度
感受性はP蛋白439位のアミノ酸がProであること、
Vero細胞にsmall　plaqueを形成する性状はF蛋白
278位のアミノ酸がLeuであることが明らかとなっ
ている。
　麻疹ワクチンAIK－Cは鶏胎児胚細胞培養で製造さ
れる。近年、ワクチン製造用の細胞としてVero細胞が
許可されVero細胞培養系で麻疹ワクチンAIK－Cの
製造が可能かどうかを検討した。
　今回我々はEdmonston株を弱毒化したワクチン株
AIK－Cから全長cDNAを挿入したプラスミドplC－
MVAIK－F278Leu（small　plaque　type：Stype）とplC－
MVAIK－F278Phe（large　plaque　type：Ltype）を作成
し、Reverse　geneticsの技法を用い感染性ウイルス
MVAIK－S／B2、　MVAIK－L／B2を回収した。　MVAIK－
SL／B2VlはMVAIK－S／B2をVero細胞で1arge
plaque　cloningし、　MVAIK－L／B2をVero細胞で8回
継代しMVAIK－SL／B2V8を回収した。　AIK－C株は
33℃でよく増殖し39℃で全く増殖しないtsとVero
細胞にsmall　plaqueを形成する性状を備えるが、
MVAIK－SL／B2V8はVero細胞でlarge　plaqueを形成
し39℃で増殖しAIK－C株の性状を失っていた。
　MVAIK－SL／B2V8はAIK－C株と比して、　N領域に
1ケ所、P領域に2ケ所、　C領域に1ケ所、　F領域に3
ケ所、H領域に1ケ所、　L領域に5ケ所の合計13ケ所
のアミノ酸変異を認めた。これらのアミノ酸のうち12
ケ所はEdmonston野生株と相同性があり親株への回
帰が考えられた。F蛋白278位がLeu→Pheへの変異
はVero細胞での継代の早い段階で認められた。
　コントロールとしてplC－MVAIK－F278Phe（L　type）
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